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種の分布の考察の際にも高度帯が考慮されている 17) • Lichtenbergerは，経済的に不利な位置にあっ
た高位の地域が，観光化の進展の中で，逆に有利になったことを示しアルプスにおける観光地域の
















流が延びている.活から， Paznaun， Kaunertal. Otztal， Wipptal. Zillertalなど大きな支谷が
ならび，イン)1流域とともに， これらの流域は，チロルにおける重要な居住域であり，生産域となっ
ている.一方，これらイン)1流域とは別にLech)11上流部にReutte，Achen) 1流域にKitzbuhel.そ
して，東チロル， Drau) 1 1流域lこLienzをそれぞ、れ中心とする居住域が広がっている
第2図に，国勢調査で定義されている標高段階ごとに，各ゲ、マインデをあらわしている. これは，
主なる居住域である河谷の標高にほぼ対応しており，イン)1流域が600m以下を示し最も低位であり，
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第 3図 チロノレナ1'における標高段階別人口変化 (1869年を100として)
(Osterreichische V olkszahl ung tこより作成)
であったが，戦後は伸びが大きくなっている.中位の段階 15，000 
は，ちょうど， これらの中間に位置している.次に社会
変動をみると(第 4図)2 n， 401-600mと601-800mの
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国勢調査報告によると，チロルの農民人口は， 1951年から61年にかけて， 109， 000人から約23，000 
人減少し 61年から71年にかけては，約28，000人， 71年から81年にかけては，約9，500人減少してい
る. 81年現在，その総人口に占める割合は， 8.5%にすぎない.農業従事者数は， 1951年から61年に
かけて，約21， 000人， 61年から71年， 71年から81年にかけてそれぞれ，約30，000人， 2，700人の減少






LandeckそしてReutteで、は，農民層の減少は著しく， 1981年には，それぞれ，その割合は， 5.1%， 
5.1%， 3.8% となっている.一方，北チロ)~東部の郡， Kitzbuhel. Kufstein， Schwazと，東チロ
ルLienzにおいては，相対的に減少の程度は小さく， 1981年には，それぞれ， 10.0%， 8.8%， 14.0 
%， 9.7%であり，西部諸君1~の 2 ， 3倍の値を示している.第 5図は，ゲマインデ単位で，農林業人
口の割合を示している. これによっても，明瞭に東西間の格差がみられる.
こうした差異は，専業農家の減少や，その現在における分布にみられる差異と対応している.第 2






第 1表 チロル州における農業人口割合の変化1910-1981年 C%)
Bezirke.Itfi 1910 1923 1934 1951 1961 1971 1981 
Imst 72. 9 6. 2 5. 5 40. 3 26. 1 11. 7 5.1 
Innsbruck-Stadt 1. 1 1.2 3. 5 2. 1 1.3 O. 8 O. 8 
lnnsbruck-Land 41. 4 37.9 36. 8 25. 1 17.6 9.4 5. 0 
Kitzbuhel 5. 9 52. 9 47.4 31. 6 26. 9 17.3 10. 0 
Kufstein 45. 3 41. 9 37. 3 26. 9 19. 9 13.2 8. 8 
Landeck 62. 0 51. 7 46. 7 31. 4 25. 3 12. 1 5. 1 
Lienz 59. 5 57.4 5. 6 43. 0 34.6 23. 6 14. 0 
Reutte 65. 7 56. 9 45. 9 31. 5 21. 8 8. 1 3. 8 
Schwaz 52. 2 49. 1 45. 3 32. 4 23. 7 14.9 9. 7 
Tirol 44.4 40. 0 35. 2 25. 6 18. 6 10. 8 6. 3 
CBetrie bszahl ung'こより作成)
217 
崩 O~39Z 語議 4-7.9 % 函掴 8，._11. 95ぢ
12 -15. 9 165ち~
第5図 チロル州、iにおける農林業人口の割合 (1981年)




1951 -60 60-70 70-80 1951 -60 60-70 70-80 1971 1980 
Imst -7.0 -13.4 -8.3 -49.8 -22.8 -36.3 29. 8 20. 5 
Innsbruck-Stadt 十10.0 -27.8 一11.5 -29.3 -20.4 -25.0 3. 1 35. 8 
lnnsbruck-Land -5.1 -12.8 -8.0 -39.9 -9.6 -33.4 45. 6 3. 3 
Kitzbuhel 十2.8 -9.4 -5.0 -24.3 -12.5 16.6 51. 2 46. 6 
Kufstein 十2.0 -12.7 -5.2 -27.1 -4.1 -17.8 51. 2 43. 0 
Landeck -5.2 -12.8 -3.3 -48.6 -22.0 -60.7 30. 6 14.6 
Lienz 十2.6 -11.9 -2.3 -23.7 -10.1 -24.7 48. 1 3. 5 
Reutte -11.2 -17.7 -11.4 -54.6 -22.0 -60.7 24. 6 10. 3 
Schwaz 十2.0 -12.3 -4.5 -27.6 -11.5 -15.7 50. 4 42.8 
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第7図 チロノレ州における主要作物の栽培面積の変化
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1959 1969 1983 
1959 -83 1959-83 
Imst 17， 052 15，980 14，039 -17.7% -29% 
lnnsbruck 37， 799 37， 883 37， 592 -5.5 40 
Kitzbuhel 28， 030 31， 986 34， 329 +22.5 -25 
Kufstein 3， 419 36， 122 41， 051 十2.8 -30 
Landeck 17，972 17， 259 15，591 -13.3 -30 
Lienz 21， 030 20， 099 23， 096 +9.8 26 
Reutte 13， 659 10，989 7，814 -42.8 -57 
Schwaz 27，047 29， 332 36， 000 十3.1 27 
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9頭に対し1， 201m以上では， 8.8頭と 2倍以上の開きがある
乳牛飼養頭数についてみると，標高段階が高いほど，その伸び
が小さくなっている.牛飼養農家数の変化を1957年の値を100











方，中部，西部北チロルでは，規模の大きな共有アルムが卓越している 40) そして， このアルムへ
の飼料依存度は，集落の標高段階が高いほど大きくなる 41) アルムへの放牧牛頭数の変化は， 1956 










盆地， Leermoser Becken， Kitzbuhel周辺においては，不在土地所有者の割合は20%を超え，場所
によっては50%に達している
第1図にみられるように，観光客数は， 50年代以降，急速に増加している. しかも， ここにおいて，
冬期における宿泊客，すなわち，スキー客の増加が顕著である. 1961年から71年にかけて，宿泊客数
は， 141%， 1971年から81年にかけて39%増加している. このうち，夏期の増加は，それぞれ39%，
11%であったのに対し冬期の増加は，それぞれ163%，108%であった.冬期宿泊客の割合は， 1960/ 
61年において27%，1970/71年において， 29%であったのが， 80/81年には， 43%に増加している.
1980年，スキー場の総延長は1280km，収容力は26万人である 44)
冬期におけるこのような観光客の増加，それにともなう年聞を通じての観光客の平準化， こうした
現象とともに，観光客のiヨ的地の分散化が生じた. 1950年において，すべての宿泊客の 3分の 2が，
10%のゲマインデに集中していたのに対し 1980年には， 50%の宿泊客が10%のゲ、マインデに集中し
















1949/50 1954/55 1959/60 1964/65 1969/70 1974/75 1979/80 1984/85 
第llsl チロルナ1'における宿泊客数の推移
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定されていた山地農家台帳評価点Bergh凸fekatasterkennenwert(= KKW)に準じていたが. 1 
976年以降，ゾーン制によることとなったこのゾーンは，従来のKKW50)に加えて，機械化の条件，
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は. 3. 400 -8. 000シリング，置で， 7， 800 -13， 500シリン
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Transformation of the Mountain Agriculture Areas of Tirol， 
A ustria : an Altitudinal-Zone Analysis 
Mitsuru Y AMAMOTO 
The changes in mountain agriculture areas of Tirol are analyzed through the compari-
son of altitudinal zones. After the World War I the agriculture in Tirol underwent a 
rapid change. The process of this change differed regionally， and regional difference in 
the mountain agriculture was enlarged. The regional difference between the western and 
eastern Tirol may have been caused by the different inheritance custom. 
Distinct differences in the agricultural change was also identified between different 
altitudinal zones. In lower zone with adequate natural conditions and advanced industri-
alization， a majority of farmers abandoned their agricultural activities， while other farm-
ers specialized in and enlaged dairy activities. This change is reflected in a rapid decrease 
in farms， a higher骨 rateof full-time farmers， more cattle per farm， and a high rate of 
corn for fodder. In higher zones with short growing seasons and steep slopes， especially 
in the zones higher than 1， 200m， cattle breeding and the millets cultivation remain. While 
the rate of milk cows per farm decreased， breeding of young cattle became active. 
Tourism activities developed most rapidly in these highest zones as farmers' side jobs. 
The higher the elevation is， the more important the winter tourism becomes. Although 
higher zones are inadequate for agriculture， they are equipped for the development of 
winter tourism. Direct subsidies by the federal government and the state， which are based 
on the degree of difficulty for agricultural management， are paid more to farms in higher 
zones. In the middle zones of 801-1， OOOm and 1， 001-1， 200m， which have fewer part-time 
job opportunities， winter tourism has smaller influence than in higher areas. These zones 
have poor agricultural conditions， smaller agricultural managements， less specialized 
agriculture， and smaller pensions than in higher zone. 
The regional structure in Tirol consists of three clusters of vertical zones : low zones 
with intensi ve dairy by remained farmers， middle zones with small-scale agriculture and 
pensions， and high zones， with small-scale dairy or breeding activities， and relatively 
big pensions. 
